
 主 論 文 要 旨 No.1     
 
 

甲 乙 第      号 氏 名 髙橋 三和子 
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（イングランドから地中海地域への「二層の旅」―初期近代イングランドの旅行記における視覚

的描写） 

（内容の要旨） 

初期近代イングランドは、旅行記にとって隆盛期の一つとして捉えることができる。

航海術の発展により新大陸への旅が行われ、初期近代イングランドの旅行記は、地理的

な広がりをみせた。一方で、同時代の人々にとって巡礼記や古典作品を通して既に馴染

みのあるヨーロッパや近東を含む地中海沿岸の地域について書かれた旅行記にも転換期

が訪れた。本論文は、初期近代イングランドの地中海地域とその周辺の国々を描いた旅

行記に注目し、各旅行記における視覚的な描写を分析することにより、各筆者の旅行記

の目的と地中海地域への眼差しを論じる。 

旅行記の隆盛にはいくつかの要因が考えられるが、ひとつには、16 世紀ロンドンに始

まる印刷業者の増加と読者層の広がりが挙げられよう。旅行記および旅行に関するテク

ストは、人気のある書籍として様々な種類のものが出版された。こうした人気の一因と

して、体験に基づく情報を提供するテクストであるという点が挙げられる。これは、フ

ランシス・ベーコンが提唱する観察・実験に基づく学問に代表される初期近代イングラ

ンドの新しい科学的視点を加味した価値観と呼応する。また、これは既存のテクストへ

の依拠を基本としたそれまでの巡礼記等の書き方とは異なる、新しい書き方といえる。

これら地中海地域を描いた旅行記は、中世の旅行記にとって重要であった巡礼という枠

組みを持たなくなり、旅行者の観察や体験に基づくとする情報とともに各筆者の視点か

ら描いた記述が中心となった。初期近代イングランドの旅行記作家の一人であるジョー

ジ・サンズにいわせれば、これは「二層の旅」である。すなわち、「一度、苦労と危険

とともに旅をし、今一度、誠意と勤勉さをもってそれを記録する」という点において二

層の旅である。筆者の観察や体験を基に、それぞれの視点から描かれる点が、それまで

の地中海地域を描く巡礼記等の旅行テクストとは異なった特徴といえる。 

さらに、初期近代イングランドの旅行記の特徴として視覚的な描写への工夫を挙げる

ことができる。訪れた場所を描く旅行記において、視覚的な描写は必須だが、初期近代

イングランドの文化的背景を鑑みると、その特徴が顕著になる理由が分かる。17 世紀イ

ングランドでは、イタリアから遠近法が導入され、絵画及びテクストにおいてその影響

がみられる。シェイクスピアは、『ソネット』の一遍において遠近法への言及をしてお 
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り、この作品はじめ、初期近代の文学作品を遠近法の概念から論じる研究は多くある。

また、同時代には、言葉で特定の絵画を想起させる手法が文学作品等で使用された。こ

れらは、絵画とテクストとの関係に強い結びつきを意識する初期近代の考えに繋がる。

さらに、17 世紀イングランドでは、国や地域の地図制作が行われ、地図とともに観察を

基に記述された地方誌が数多く出版された。このような視覚に訴えるテクストの広がり

を考慮すると、同時代の旅行記においても視覚的な描写が工夫されたことを想定できる。

このような点を鑑み、本論文では、初期近代イングランドの旅行記における地中海地域

の視覚化に着目する。 

 本論文では、初期近代イングランドの地中海地域を中心に描いた旅行記であるジョー

ジ・サンズの『旅の記録』（1615）、ファインズ・モリソンの『旅行記』（1617）、ト

マス・コリアットの『コリアットの半生道中記』（1611）を分析する。これらの旅行記

は、印刷業が隆盛する 17 世紀初期のロンドンで出版され、その中心的目的は宗教的で

も政治的でもない。これまでの先行研究において、これら 3 つの旅行記は、同時代に地

中海地域とその周辺の国々を描いた旅行記として共に論じられることが多く、18 世紀の

グランドツアーの旅行記の先駆けとして扱われることは多々あった。しかし、各旅行記

における視覚的描写を探り、地中海地域への眼差しを探求する研究は少なく、議論の余

地があるといえる。本論文では、挿絵とテクスト両者における視覚的描写に着目する。

ここでの視覚的描写には、具体的な場所の様子、街の各場所の位置、街全体の印象の記

述を含み、同時代の様々なジャンルのテクスト及び文化との関連の中でこれらを分析す

ることにより、各筆者の旅行記の目的と地中海地域とその周辺の国々への視点を考察す

る。 

第一章では、ジョージ・サンズの『旅の記録』（1615）を分析する。サンズの旅行記

は、トルコ帝国、エジプト、聖地、イタリアの島々を巡る旅が記されている。サンズは、

旅行者、政治家、古典学者と多様な側面を持つ人物として知られる。『旅の記録』には、

古典作品等からの引用と聖書等の物語へ言及が数多くみられる。それと同時に、歴史的

建造物や景勝地等の場所の詳細な描写を含む。サンズが描く場所は、ウェルギリウス、

オウィディウス等の古典作品や聖書の物語の舞台となったところと、これらの物語と関

連のある場所である。これはサンズの、オウィディウスの『変身物語』を訳した古典学

者としての興味と通じるものである。本論文では、サンズの地中海地域の場所の描き方

を各地域から例を取り上げ、具体的に分析する。 

トルコ帝国の記述は、前半が場所の描写を含む旅行記をなし、後半が歴史、政治、軍

事、宗教、マナー等の説明からなる。前半の旅行記の記述において、サンズに特徴的な

古典作品からの引用を伴う場所の描写がみられる。例えば、コルフ島を描く時、その地 
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形と名前の由来の説明の後、この島に関するホメロスからの引用へと続く。その他のイ

オニア海の島々についても同様に、その地形や名前の説明とともに、その地と関連のあ

る古典作品の物語の引用が続く。記述の終盤では、アジアとヨーロッパの境である黒海

とボスポラス海峡について描かれるが、ここでも実際の地形や位置等の場所の描写とと

もに、その地にまつわる数々の古典作品の物語が登場する。同時代のボスポラス海峡の

様子を様々な角度から描いた挿絵とともに、その地を立体的に描写する。それと同時に

オウィディウスやルカヌスらローマの詩人達の言葉を引用し、その場所を古典世界と結

びつける。このような描写の仕方は、エジプトの記述でも同様である。エジプトの典型

的な物を古典作品からの引用とともに説明する。例えば、ピラミッドを描く時、地理的

な説明に加え、挿絵とともにその構造を詳しく説明する。さらに、ルカヌスやプロペル

ティウスらの古典作品からの引用を挿入しつつ、ピラミッド内部に入る自身の体験談を語

る。 

サンズの空間の描き方の特徴として、まず地形や位置等の大きな視点から描き、徐々

に視点を絞り特定の場所の詳細を描く点が挙げられる。この描き方は、聖地の記述でも

同様である。聖地の記述は、聖書の物語への言及とともにサンズの空間の視覚的な描写

が最も詳細に行われている部分である。まず、エルサレムの街全体を地図的な挿絵とと

もに描き、聖墳墓教会に焦点を絞り、その外観を説明する。さらに、その内部の描写へ

進み、カルヴァリの丘や復活聖堂等の特定の場所の記述へと移行する。これらの描写は、

外観、内観を描いた挿絵と、各場所の位置、方角、建物の素材、広さ等の詳細な記述と、

その場所に関連のある聖書の物語への言及からなる。本論文では、サンズの聖地の空間

描写を中世後期の巡礼記の記述と比較し、いかにサンズの描写が詳細かつ立体的である

かを分析する。さらに、イタリアの記述においては、アヴェルヌス湖に代表される景勝

地の描写がみられる。ここでもサンズは、湖の空間を描くと同時に、湖にまつわる物語

をウェルギリウス等の古典作品から引用する。  

このように、どの地域の記述においてもサンズは常に古典作品や聖書の物語を意識し、

描く場所は物語の舞台となったところまたは、物語に関連のある地である。このような

旅行記の記述は、サンズが、ヒューマニスト的な視点を持ち地中海地域を捉え、描いて

いることに起因する。初期近代イングランドにおけるヒューマニストの活動にとって、

ギリシア、ローマの古典作品を研究することは重要な要素であった。サンズは、古典作

品や聖書の物語を、物語の舞台となった場所の空間を詳細に視覚化しつつ、再読する。

実際に旅に出て、古典作品等を読み直すという点においてサンズは、「活動的ヒューマ

ニスト」といえるだろう。サンズにとって地中海地域は、古典作品や聖書の物語の舞台 
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であり、その舞台となった具体的な場所の視覚化を、物語の引用や言及とともに行うこ

とを旅行記の目的としている。 

第二章では、ファインズ・モリソンの『旅行記』（1617）中の旅行の記録である第一

部に注目する。古典作品や聖書の物語と関連のある場所を描くサンズの旅行記とは異な

り、モリソンの旅行記はヨーロッパ及び近東を街ごとに、主要な場所を中心に描く。モ

リソンは、ケンブリッジ大学、バーゼル大学、パドヴァ大学で学んだ経歴を持ち、「異

国を旅して体験を得たいという生来の望み」から旅に出たと述べている。モリソンは、

海外の高等教育に興味があったと考えられ、彼の旅行記の記述の仕方は、初期近代イン

グランドで芽生えた教育的な旅の概念に通じる。旅することは、初期近代ヒューマニス

ト達によって、知識を増やす活動として推奨され、旅のノウハウが書かれたマニュアル

も出版された。本論文では、当時の旅のマニュアル本の一つであるトマス・パルマーに

よる『外国を旅する方法についての随筆』（1606）に着目し、異国の調べるべき物事と

してパルマーが挙げる事項が、モリソンの旅行記の記述を構成している点を、例を取り

上げて分析する。パルマーは、名前、人口密度、地理的状況、地形、自然物と人工物の

産物、不完全な物や欠落した物等の不良な物のカテゴリーに分け、マニュアル化してい

るが、これら全ての項目はモリソンの記述にみられる。とりわけ、人工物のカテゴリー

にある「門、噴水、橋、教会、通り、宗教的建物、城、兵器庫、貯蔵庫、市場、取引所、

歩道、学校、図書館、大学等」の建物の描写を数多く含む。 

モリソンの描写は、整然とした印象を読者に与えるが、これは目次から街の記述を探

し読むことができることと、記述にパターンがあることに起因する。第二章の後半では、

モリソンの異国の街の描写が、地図的な挿絵とともに鳥瞰する視点から描かれている点

に着目し分析する。ヴェネツィア、ナポリ、ローマ、ジェノヴァ、パリ、エルサレム、

コンスタンティノープルの 7 つの主要な街の記述は、街を上空から描いた挿絵を伴う。

この挿絵は地図としては詳細なものではないが、街の主要な場所が名前とともにアルフ

ァベットや数字で表される。モリソンは本文において挿絵に書かれたアルファベットや

数字に言及しつつ、各場所の説明を記す。ヨーロッパのヴェネツィア、ナポリ、ローマ、

ジェノヴァ、パリの街の記述では、挿絵とそのキャプションの後に、歴史的建造物、市

場、門等の主要な場所の説明が続く。主要な場所を説明する際、挿絵への言及が度々行

われることにより、読者は街全体の鳥瞰図と各場所の位置を常に意識する。このような

傾向は、レヴァント地方の旅におけるエルサレムとコンスタンティノープルの街の描写

においてさらに強くなる。テキスト全体が、挿絵に書かれた各場所のキャプションの機

能を果たし、テキストの記述も挿絵同様に鳥瞰的視点を基本とする。モリソンによる街

の記述は、分量や順序の差こそあれ、街全体を見下ろした視点から描かれている。 
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モリソンの旅行記の挿絵は同時代の、先にみたサンズの旅行記やウィリアム・リスガ

ウの旅行記（1632）の絵画的な挿絵とは異なり、地図的といえる。街の鳥瞰図は、遠近

法とともに 15 世紀後半のイタリアから広まり、次第により詳細な地図が描かれるよう

になった。17 世紀イングランドで隆盛を迎える地方誌に付随する地図と比較すると、モ

リソンの挿絵は、街全体の輪郭と主要な場所を記したより簡潔なものである。これは、

同時代のイベントや場所を描いた挿絵の描き方に近しい。例えば、エリザベス 1 世の行

幸の際、エドワード・シーモアによって催されたエルベサム湖でのイベントについての

冊子（1591）に挿絵がある。この挿絵では、女王の玉座や小島等の主要な場所がアルフ

ァベットで示され、池とその周辺が鳥瞰した視点から描かれる。主要な場所を簡潔に示

すという点が、モリソンの挿絵に共通する。 

さらに、モリソンの挿絵は、建物の平面図との共通点を見出だすことができる。同時

代のラルフ・トレスウェルによるロンドンの家を描いた平面図を見ると、モリソンの挿

絵同様に鳥瞰した視点から主要な場所を示す特徴が読み取れる。モリソンの旅行記中に

は、1 枚だけ平面図の使用がある。エルサレムの記述における聖墳墓教会の平面図であ

る。これに似た平面図はサンズの旅行記でも見られ、ともに聖墳墓教会内の主要な場所

を読者に示している。平面図は、場所の位置を表すだけでなく、読者にその場所の解釈

を与える機能も有する。ここでは、聖墳墓教会の主要な見どころを示すことにより、こ

の教会がキリスト教にとって重要な場所であるという解釈を読者に示す。モリソンは、

街の描写においても平面図に類似した挿絵と記述を用いることにより、街全体の主要な

場所を読者に示す。モリソンが示すものは、パルマーの勧める異国の調べるべき物や場

所と一致する。これは、モリソンが地中海地域とヨーロッパの街々をイングランドの旅

行者が調べるべき事柄を見つけられる場所として捉え、描いていることを意味する。こ

のような眼差しは、後のグランド・ツアーの旅行記の思考に繋がる。モリソンは、異国

の地を描く時、同時代の旅行マニュアルが勧める見るべき、調べるべき物事を鳥瞰した

視点から描くことに専念している。 

第三章は、初期近代イングランドにおける珍品蒐集の文化とテクストとの関係に着目

し、ロバート・プロットの自然誌に代表される 17 世紀ロンドンで出版された珍品蒐集

との関連が見られるテクストを挙げ、分析する。これは、次章で扱うトマス・コリアッ

トの旅行記が誕生する文化的背景を探るために有効な議論となる。これまで、初期近代

における珍品蒐集文化とテクストとの関係を論じた研究は、ニール・ケニーによるドイ

ツ及びフランスのテクストに着目した研究とクレア・プレストンによるトマス・ブラウ

ンの著作に関する研究があるが、これら以外にはほとんど行われてこなかった。本論文

は、まず、テクストの分析の前に、「珍品陳列室」そのものの特徴と意義を考察する。 
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「珍品陳列室」の起源は、ヨーロッパで広まった「芸術と驚異の部屋」と呼ばれる珍

品蒐集コレクションである。所有者は様々であり、蒐められるアイテムもコイン、絵画、

壺といった人工物と、貝殻、動植物の標本といった自然物を含む多種多様な物であった。

一見、何の秩序もないコレクションであるが、その展示には方針があったと考えられる。

「珍品陳列室」及び「芸術と驚異の部屋」の特徴を知る手がかりとして、同時代の陳列

室の作り方に関するテクスト、コレクションカタログ、陳列室を描いた図等がある。こ

れらを見ると、いくつかの好まれるアイテムがあることに気づく。また、展示方法も一

見無秩序だが、無秩序さを演出しているとも考えられる。展示には、共通する特徴があ

る。まず、展示物は多種多様でなければならない。ギリシア、ローマのコインや壺、同

時代の発明品、動物の標本、鉱物、異国の衣服等の異なった種類のアイテムが並ぶ。ま

た、展示するとき、これらの異なった種類のアイテムは並列される。例えば、フランチ

ェスコ・カルツォラーニの陳列室の図で見られるように、古代の壺の横に貝殻が並べら

れる。マージョリー・スワンに拠れば、異なった種類のアイテムの並列は、各アイテム

の個性を際立たせ、驚異を強調する効果がある。さらに、陳列室に共通する特徴として、

密集した展示が挙げられる。床から天井に至るまで、所狭しとアイテムが飾られ、陳列

室を訪れた者は、ひと目であらゆる種類の珍品を見ることができる。これは、クシシト

フ・ポミアンがいう「小宇宙」を表した空間である。このように、「珍品陳列室」及び

「芸術と驚異の部屋」は、何の方針も持たない展示ではなく、観覧者にとって魅力的な

展示にするため、意図的に無秩序さを演出した展示と考えることができる。 

次に、同時代に書かれた情報の断片を集めたテクストについて考察する。初期近代イ

ングランドにおいて、物流の発展とともに、物を所有し記録する考えが広まり、所有物

をリスト化するテクストが数多く見られた。このような特徴を持つテクストには、物を

記録した目録やカタログの他に、物ではなく古典作品等の引用を数多く収録したコモン

プレイス・ブックと総称されるテクストもあった。さらに、同時代には、文学作品にお

いても情報の断片を集める傾向がみられる。代表的な例として、トマス・ブラウンの『伝

染する誤想』（1646）やロバート・バートンの『憂鬱の解剖』（1621）等がある。これ

らの作品は、断片化した情報を羅列する特徴を持つ。ロジャー・プーリー等の先行研究

では、このような初期近代のテクストは、物が溢れ出る「豊穣の角」に擬えられた。本

研究では、初期近代イングランドの物や情報の断片を集めたテクストを同時代に流行し

た珍品蒐集文化、とりわけ「珍品陳列室」の思考から考察できると考える。ここでは、

まず、コレクションカタログを分析し、その後、「陳列室」をタイトルに冠したテクス

トを分析する。さらに、章の後半では、一見、明確な繋がりがないものの珍品蒐集との

関連があるテクストの代表例として、ロバート・プロットによる自然誌を分析する。ま 
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ず、コレクションのテキスト化といえるコレクションカタログについてジョン・トラデ

スカントのカタログ（1656）を分析する。このカタログから、人工物と自然物を含む当

時の「珍品陳列室」の典型的な内容を知ることができる。また、珍品蒐集とそのカタロ

グを風刺したトマス・ブラウンによる架空の珍品蒐集のカタログ（1683）を分析する。

トラデスカントのカタログ同様に多様なアイテムがみられるが、各アイテムの奇妙さを

強調した架空のコレクションについて書かれたものである。次に、「陳列室」（cabinet）

をタイトルに冠したテクストが 17 世紀イングランドで多く出版された点に注目する。

テクストの内容は、森羅万象に関する概念を列挙したものや特定の分野の知識を集めた

もの等多様であり、「珍品陳列室」を形作る重要な要素であるランダムな配列やコンパ

クトな展示等の特徴を比喩的に用いている。これらのテクストに共通する特徴として、

断面的な情報を数多く収めたテクストである点が挙げられる。このようなテクストの存

在は、同時代の読者達が「陳列室」（cabinet）の言葉から「珍品陳列室」の様相をイメ

ージし、雑多な情報の断片を収録した書物であることを予測できたことを示唆する。 

さらに、一見「珍品陳列室」との関連性を見出だせないテクストの例として、ロバー

ト・プロットの『オックスフォードシャーの自然誌』（1677）を分析する。プロットは、

トラデスカントのコレクションを基としたアッシュモリアンミュージアムの初代館長で

あり、その経歴から「珍品陳列室」へ興味と意識があったことは想像に難くない。プロ

ットのテクストは、同時代に数多く出版された地方誌の一つと考えられ、筆者の観察や

体験から得た情報を中心とする。その内容は、オックスフォードシャーの動植物、鉱物、

人工物、出来事等を含み、実に雑多であるが、これらに共通する特徴は、普通ではない

珍しい物事であるという点である。プロットのテクストでは、植物も鉱物も珍しい物、

変わった物を中心に記録され、さらに珍しい出来事も記されている。オックスフォード

シャーにおける「珍品」であれば何でも記録される。この考えは、雑多な珍品を蒐めて

作る「珍品陳列室」と呼応し、プロットのテクストも「珍品陳列室」の思考と関連のあ

るテクストとして捉えることができる。このような一見、「珍品陳列室」との明確な繋

がりがないテクストも、珍品蒐集文化の視点から考察することにより、そのテクストの

意義を理解することができる。初期近代イングランドでは、「珍品陳列室」との関連性を

見出だすことのできる様々な種類のテクストが出版されている。これは、当時の読者が「珍

品陳列室」の発想を背景に持ち、テクスト上での比喩的な使用を理解していたことを意

味すると考えられる。このような文化的状況を背景として、トマス・コリアットの『コ

リアットの半生道中記』（1611）を読み直す。 

第四章は、トマス・コリアットの『コリアットの半生道中記』（1611）を分析する。

本論文は、コリアットの旅行記を他の文化的媒体である「珍品陳列室」の思考から捉え 
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直し、旅行記を初期近代の広い文脈に置き、文化横断的に分析する試みである。旅行記

の記述を分析する前に、コリアット自身の言葉や旅行記の賛辞文を書いた同時代の作家

等の言葉から、コリアットがいかに自らを演出しているかを読み解く。コリアットは、

オックスフォード大学で古典を学び、当時の作家や芸術家達が集うコミュニティに属し

ていた。このような経歴からヒューマニスト的な思考を持った人物と考えられるが、ジ

ェームズ 1 世の宮廷道化師として知られ、舞台道化師であったウィリアム・ケンプへの

憧れを随所に見ることができる。コリアットは、自身を古典を学んだエリートとしてで

はなく、滑稽な道化師として演出する。この考えは、旅行記の冒頭の献辞文における、

自身は学者ではなく、旅行記は、歴史等の「重い話題」を記すことを目的としておらず、

体験に基づいた雑多な物事を記すものであるという言葉からも読み取ることができる。

『コリアットの半生道中記』の顕著な特徴として 50 以上もの賛辞文が付随している点

がある。これは、同時代のテクストの中でも圧倒的な量であり、この特徴だけみても奇

妙なテクストといえる。この賛辞文は、ジョン・ダンやヘンリー・ピーチャム等の当時

活躍していた作家等が書き、賛辞する内容と揶揄する内容の両方を含んでいる。コリア

ットを滑稽な旅行者及び作家として扱い、旅行記の雑多な物事を列挙する特徴を褒める、

あるいは批判する内容が多い。これ故、コリアット自身と賛辞文を書いた作家等は、コ

リアットの自己形成と旅行記の特徴を理解していたと考えられる。 

 次に、『コリアットの半生道中記』の記述を分析する。コリアットの異国の街の描写

は、建物や特産物の描写、歴史、体験談、記念碑に書かれたラテン語等、先に分析した

サンズ、モリソンの旅行記の描写と比較しても、圧倒的に雑多な内容である。コリアッ

トの旅行記は、一見何の方針もない、雑多な情報の寄せ集めであり、サンズのような建

物や景勝地の描写やモリソンのような鳥瞰した視点からの街の描写等の視覚に訴える記

述も見られない。しかし、本論文では、コリアットによる街の記述を「珍品陳列室」の

発想とともに分析することにより、積極的な方針を持った旅行記としての新たな読みを

提示する。 

 記述の具体例として、パリ、パドヴァ、ヴェネツィアの描写に注目する。各街の冒頭

では、ユリウス・カエサル・スカリゲルの詩の引用と地理と歴史の簡潔な説明を載せる

というパターンがみられるが、記述は徐々に雑多な内容になる。街の描写では、歴史的

建造物、芸術作品、出来事、人々、風習、気候といった異なった種類の情報が列挙される。

その際、カテゴリー分けはなく、例えば、ヴェネツィアの記述において、店で見た二枚の絵画、

埋葬法、雹に降られた体験、果物や魚等の豊富さ、人々の様子を立て続けに説明する。様々なト

ピックを羅列する方法は、「珍品陳列室」の特徴であるアイテムの多様性と異種の並列に類似す 
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る。また、コリアットは、街を描く際、モリソンのように地域で区分せず、主要な場所や物を一

度に列挙する。例えば、ヴェネツィアの記述では、数々の歴史的建造物、運河、市場等をまるで

続けて見回ったかのように、凝縮して描く。そのため、読者は、一度に街の要素を把握すること

ができる。これは、森羅万象をコンパクトに一部屋に詰め込んだ「珍品陳列室」の考えに通じる

といえる。このように、コリアットと「珍品陳列室」の作り手は、両者ともに、数多くの異種類

のアイテムを列挙する。コリアットの記述を「珍品陳列室」の特徴から見直すことにより、情報

の寄せ集めの結果ではない、積極的な方針を持った記述と捉えられる。『コリアットの半生道

中記』と「珍品陳列室」は、ともに読者あるいは観覧者を驚かせ、楽しませる装置といえる。旅

行記中で、あらゆる種類の情報は、異国の街のヴァーチャルな「珍品陳列室」を形作る重要なア

イテムとなる。コリアットは、異国の街を、娯楽を提供してくれる面白い物事や情報に満ちた場

所として捉え、具体的な建物や街の詳細な描写はないものの、「珍品陳列室」を想起させる雑多

な珍品に溢れた空間として読者に印象づけることに成功していると考えられる。 

 以上のように、各旅行記では、それぞれの筆者による異なった視点から地中海地域が描かれて

いる。サンズは、古典、聖書の物語の舞台として地中海地域を見つめ、具体的な歴史的建造物や

景勝地を立体的に描く。モリソンは、同時代の旅行マニュアルが調べるべき点として挙げるもの

を見つける場所として地中海地域や周辺の国々を意識し、読者が効率よくその場所と位置を確認

できるよう街全体を鳥瞰する視点から描く。コリアットは、異国を雑多で面白い物事が詰まった

場所として捉え、「珍品陳列室」を彷彿させる彩り豊かな街の様子を読者に伝えている。本論文

では、これまでグランド・ツアーの旅行記の先駆けとしてまとめて論じられることが多かった初

期近代のイングランドで出版された旅行記を、その視覚的な描写に着目し分析することにより、

地中海地域とその周辺の国々へのそれぞれの異なった眼差しを示すテクストであると結論づけ

た。これら宗教的枠組みを持たず、筆者の体験、観察に基づき書かれたとする旅行記は、まさに

サンズのいう「二層の旅」からなるものであり、このような新たな視点を有した旅行記の登場は、

初期近代、とりわけ 17 世紀初頭を、新世界の旅行記のみならずヨーロッパ及びレヴァント地方

を含む地中海地域の旅行記にとっても実り多き時として捉えることを可能とする。 
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Thesis Summary 

Early modern England was a time when travel writings opened new ways of seeing and describing 

foreign countries. It is true that one of the largest factors behind the expansion of this genre was travel to 

the New World with the development of new methods of navigation. But during this period we also see a 

growth in travel writing to the Mediterranean area, which included places familiar to contemporary 

readers from pilgrimages or the crusades and from classical literature. Especially in the early 

seventeenth century, new types of narratives to these places, where the frameworks of pilgrimage or 

crusade no longer applied, were published in England. These writings were based on the ‘doubled 

trauels’ of the writers: seeing foreign countries by way of first-hand observations and experiences and 

describing them with the purpose of writing a travel narrative. The present thesis focuses on these travel 

writings, especially paying attention to the descriptions written in visually appealing ways, to show that 

each one has a different kind of perspective on the Mediterranean area.  

The present thesis deals with three representative travel writings on the Mediterranean area and 

surrounding countries published in early seventeenth-century England: George Sandys’s Relation 

(1615), Fynes Moryson’s Itinerary (1617) and Thomas Coryat’s Crudities (1611). Chapter 1 focuses on 

George Sandys’s Relation. Sandys describes real places, including historical buildings and natural 

scenery, incorporating quotations from the classics and references to the Bible. Sandys sees the 

Mediterranean area as a stage for the stories of these ancient texts from a humanist viewpoint. Chapter 

2 deals with Fynes Moryson’s Itinerary, which gives a bird’s-eye view of entire cities with explanations of 

remarkable sights in each, corresponding with the things recommended to be surveyed by Thomas 

Palmer, who wrote one of the contemporary travel manuals. Moryson sees the Mediterranean area as 

one where inexperienced travelers can find basic information about foreign countries. Chapter 3 is 

devoted to a discussion on the relationship between the culture of collecting curiosities and texts in early 

modern England, revealing the cultural context of Coryat’s Crudities. This chapter discusses the 

features of the cabinet of curiosities, and of texts published in seventeenth-century England which have 

associations with the cabinet of curiosities, including Robert Plot’s Natural History of Oxford-shire. 

Chapter 4 focuses on Thomas Coryat’s Crudities, which has extraordinary variety in its contents. 

Coryat’s descriptions are seemingly just an assemblage of various kinds of fragments of information. 

However, when it is examined through the idea of the cabinet of curiosities, it emerges as a device for 

giving readers a sense of wonder. Coryat’s Crudities shows readers an impression of foreign cities, 

displaying curious things from these cities, and treats them as places for entertainment filled with  
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curiosities like cabinets. Thus, Sandys, Moryson and Coryat each have a different purpose for 

describing the foreign countries in the ways that they do, and the ways in which they visualize them. The 

present thesis illustrates that there was an emergence of travel writings in early seventeenth-century 

England which introduced ways of seeing the Mediterranean area and the surrounding countries from 

various viewpoints and with distinct purposes.  
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